
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運動会の季節 
              校長 谷越 秀樹 

５月の初旬は寒暖の差が激しく、子どもたちが体調を崩さないかと心配する日もあり 
ましたが、連休後も子どもたちは皆、元気に学校生活を送っています。そしていよいよ

運動会の季節となりました。体育の時間には体育館やグラウンドからラジオ体操の音楽
が聞こえてきます。入念な準備運動の後は、徒競走の練習に続いていきます。今年の運

動会は、土曜日の開催とさせていただきました。 
 

入学から２か月が経ち、１年生の子どもたちも学校生活に慣れてきた様子で、朝の準備も自分
でできるようになり、学習にも意欲的に取り組んでいます。６年生が交代で朝の準備のお手伝い

をしてくれているのですが、お手伝いを終えて自分たちの教室に戻る途中に、「１年生、とって
も可愛いね」という会話が聞こえてきました。１年生も、お手伝いをしてもらっている６年生に

対して、親しみと信頼を寄せています。 
 

  さて、運動会についてですが、日本の学校で最初に運動会が行われたのは今から１５０年ほど
前のことで、札幌農学校などの高等教育機関で行われました。そして明治２０年頃から小学校に

も広まっていきました。当時のグラウンドは今ほど整備されていなかったため、運動会は遠足と
組み合わせて行われることが多く、心身の鍛錬や集団行動訓練を目的としていたそうです。 

  昨年の学校便りでもお伝えしましたが、新富小学校の運動会のねらいは、 
 

  ①児童一人一人が積極的に運動会に参加し、最後まで頑張り通す強い意志と体力を養う 
  ②みんなと力を合わせて、共に喜び合うことのできる子の育成を図る      です。 

   
すべての教育活動は、学校の教育目標を達成するために行われています。新富小学校の重

点目標である「学び合い、認め合う子どもの育成」を達成するために、「互いの頑張りを認め合

い、励まし合う場面の設定」を掲げています。運動会も教育活動の１つであり、今年度の運動会のテ

ーマである「全力！協力！仲間と共に！」のもと、子どもたちは互いの頑張りを認め合い、励ま
し合いながら練習に取り組んできました。運動会本番では、みんなと力を合わせて、子どもたち

同士、共に喜び合えることを願っています。 
 

練習では励まし合い、勝った時には喜び合い、負けた時には慰め合う。○○し合うという場面
を意識的に設定することで、子どもたちは仲間との関り合いを通して成長していくはずです。ど

う工夫したら勝てるのだろうと、仲間と知恵を出し合う場面もあるでしょう。仲間のよさや頑張
りを認め合いながら、みんなの力を出し切った時に、今年の運動会はいい運動会だったと言って

もらえるのではないでしょうか。 
 

最後になりましたが、お忙しい中、グラウンド整備や会場設営のお手伝いをしてく 
ださった保護者の皆様に心から感謝いたします。本番での子どもたちの活躍を楽しみ 

にしてください。そして子どもたちの頑張りに対して温かいご声援を、よろしくお願 
いいたします。 
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旭川市立新富小学校 教育目標『自ら学ぶ 心豊かで たくましい子どもの育成』 

《本年度の重点教育目標》  認め合い 学び合う子どもの育成  

～認め合い 学び合う活動を通して 仲間との関係を深め 子どもたちの人間性を高める～ 

           




